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1.殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (第6報) イエバエの体内に浸適した7レスリン

および協力剤の定量.林 晃史,廿日出正美 (大正製薬KK研究部 防虫科学研究蛍)41.12.13受理

E.C.D.ガスクロマトグラフ (充明剤 :2% Polyethyleneglycoladipate/ChromosobW,カラ

ム温度 :170oC)によって, イエバェ胸部背板に局所施用 (0.456IJg/fly)したアレスl)ンの体内

浸透丘と表皮残留虫を定見する方法を検討した. また, 協力剤 (Sl421,piperonylbutoxide,

MGK-264,〟-propylisom および safroxane)

協力剤の作17]機梢の一つとして,昆虫の体表面にお

ける狩出剤の浸入を助艮することが考えられていた.

しかし.Winteringhamctat.J),HopkinseLat.1)お

よび Chang〆αJ.日等の放射性 pyrethroidを用い

た火映で協力剤の添加は pyrethroidの爪取がむしろ

あ成少することがn)lらかになった.木実験では.このよ

うな現象が協力剤のもつ一般的佐田であるか石かを明

らかにすることと,虫体に処理した微免の allethrin

を容易に定見する方法を知ることを目的として実験を

行なった.そのIT･.段として昭子捕控ガスクロマトグラ

フィーを応JT)した約凪 2,3の知見を柑たので托告す

ち.

本文に入るに際し,日頃よりご田村を賜わっている

名古屋大学見学部弥富喜三教授並びに詩碑口火助教授

また,ガスクロマトグラフィーの実1卿 こついてのご田

中と機器の使用の便宜を与えていただいた凸林'#艮X

技術研究所金沢純技官に厚く御礼巾し上げる.なれ

発IRを御快諾くださった上原昭二副社長gf':びに研究部

長r11rfl一郎怖士に謝意を表する.

実験材料および方法

1) 供試材料

実験に用いたイエバエ MILSCadomesticavtcina

Macqu.は高槻系で, 当研究宝で累代飼符巾の感受性

の均一な個体群である.また,火映に用いた協力剤
は S-421,piperonylbutoxide,MGK-264.〟-pro･

pylisom および safroxaneの5和mで.いずれもテ

クニカルグレードのものである.

2) 災鹸方法

allethrinと協力剤の混用割合は1.'10で,溶媒と

してアセトンを用いた.薬剤はマイクロシリンジで

LD80の黙ITtすなわち,イエバエ(早)1頭当り0.456FLg

を刑部門板に処理し,25oCに保ち処理後1時間,3時

のアレスt)ン体内浸透流に対する彫蟹を調べた.

F.''J,5時〝肘5よび24時rlTU経過した後に10頭ずつ取り山

し,体裁両を〃-hexaneで洗脈し, この洗淋紋中の

allethrinを出LR蛇田!Rとした. また.沈縦後のIi虫
仙 ま内径14mmxLlさ100mmのガラス畢生ホモゲナイ

ザーに入れ.苅田水2.Omlとn-hexane4.Omtを加
えて戯押し.何分2,000回転で15分rt1g退心分離し, そ
の上氾紋を採取した. この拙作は4trl1反uL.p-Il収さ
れた allethrinを体内記述坑とした.なお.至のよう

にして4TJられたおのおのの n-hexane桁掛 ま40oCで

滅庄肌新し.机糾した 〃-hexaneで允爪2.OmLとし

て81り定に用いた.

3) ガスクロマトグラフィーの拙作条件･

(1)突放袋田;F&M托劉402型で,木班7mまF.7.D.

と田子捕地検り雌 (E.C.D.)をもつもので,放射
線源は H3200mcである. また,記録計 は Haney.

well製である.

(ロ) カラム;内径3.0mm,長さ4フィー トのガラス

製U字型のものを用いた.

(,1) カラム充明剤;2.0% Polyethyleneglycoladi･

pate(P.E.G.A.)/ChromosobW (60-80メ ッシ ュ ,

懲処理品)を用いた.

Table1.Operatingconditions.

2.0% P.E.G.A
Columnpacking chromosorbW

Columntemperature 170oC,Flashheater220oC
Detectortempera'ture190-200oC
Carriergas N2

Flowrate 75mJ/汎in.
Cellvoltage 135V
RangelO2×Attenuation4

Chartspeed 1,inch/4min･
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(I)操作条件;操作の条件は第1表に記載したとお

りである.

(･+.)試料注入;Hamilton社製の全虫10FLLの107NW

/G型のマイクロシリンジを用いた.実験にはそれぞ

れ510FLlを注入した.

(Jl) ピーク面税測定 ;半値幅法 (ピークの高さ×半

値幅)によった.

(ト)検虫線図;方眼紙を用いて,縦軸にピーク面積

(mm2)班軸に薬畠 (nanogram (ng.))をとり作図し

た.

(チ)兆剤は品 ;allethrin(工業用)を蒸留精製した

n-hexaneで100ppmの浴紋を調製し,これを必要

にEL;じて稀釈し,lppm溶液として用いた.

実験結果および考察

実験の結果は節2表,第3表,第1図,第2図,節

3区はSよび第4図に記載したとおりである.

allethrinおよびS-421の検量線は第1図,第2図

に示されるように,試料塁とガスクロマトグラムのピ

ーク面朋は高い直線性をしめした.このことからピー

ク両班を基砧!にして供試薬剤の定塁が可舵であること

を知った.また,allethrinのガスクロマトグラムは

第3図に記載するごとくで,相対保持時間は7.8分で

あった.なお,現在までに pyrethroidのガスクロマ

トグラフィーについては DoneganetaL.,2)GodineE

a7.,8)HopkinsetaL.6)および金沢ら7)等の報告をの

ぞいてあまりみあたらない.しかし,いずれも定虫法

Table2･Thepenetrationoftopicallyappliedallethrin (0.456〃g/fly)to
cuticleofhousefliesMuscadomesiicavicl'naMacqu.

Hours Alletbrinrecovered
Materials after (ng/fly)
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Recoveryofallethrin
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Table3. ThepenetrationoftopicallyappliedS-421(0.293/′g/fly)tocuticleof
housefliesMLLSCadomestf'cavl.CrnaMacqu.

Hours S-421recovered
Material after (ng/fly)

treatment

RecoveryofS-421

External Internal Internal Total

S-421 1hr.
3
5
24

Cont.(Glass)

9
9
6
3

2
2
1
1

3
5
2
3

8
･
8
･
7
･
5
･
一

19.9% 76.1%
19.9 77.4
ll.0 59.3
8.9 44.3
- 100.0 -

0 2.0 4.0 6.0 8,0 10.0 12.O

ng.iniected

Fig.1.Calibrationcurveofallethrinobtainedby
plottingsamplesizevs.responseasmeasured
bypeakareaofchromatogramsinmm2.

の紹介にとどまり,虫体よりの回収についてはいまだ

報告をみない.また.協力剤 S-421についても同様

で,本実験の結果,容易に定立し紹ることを知った.

イエバエ成虫に allethrinやa11ethrinに協力剤を

混用したものを局所施用した場合の時間の経過に伴な

うallethrinの浸透丑を測定した結果は第2表にしめ

した.

alletbrinのみを処理した場合でも,24時間後に体

内より約10%の allethrinが回収され,体表よりの阿

収はその半鐘であった.しかし,全般的にみると協力

剤を混用したものよりも回収邸は低下する.また,

allethrin に S-421を氾用した場合は休内に存在する

allethrinの虫は1時間後をのぞいて変化がない.し

かし,やや体表面に多く互宅る傾rIlJ]が祝賀与された.

allethrinにMGK-264,p.butoxideおよび n-propyl

isom を混用した場合も全体からの回収率は高いが,

体内浸透虫はすくなく.体表面に多良の allethrinが

ng,injected

Fig.2. CalibrationcurveofS-421Obtainedby
plottingsamplesizevs.responseasmeasured
bypeakareaofchromatogramsinmm2.

残ることを知った.

allethrinとSafroxaneの混用では体表面にもかな

りの allethrinは残るが S-421の場合と獄似の傾向

をしめす.なお,協力剤 S-421の叩独の傾向につい

ては郡3表に記級するごとくである.これはallethrin

と只なり.体表而よf)も体内に多く.非7;'fに浸透性に

朽むものといえる.しかし,これに allethrinを加え

てもその浸透虫の相加をみないことは歩Q味ぶかいもの

である.殺虫力を考究する上で収も爪要な処理後1時

間後のイエバエ体内の a11ethrinの虫が,S-421を添

加したものにおいて浸透量の低下にもかかわらず増大

していることは解毒分解作用がある程度阻害されるこ

とによると考えられる.

以上のことより,alletbrinに協力剤を混用するこ

とによって浸透性を助長する現象は認められず,むし

3
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Fig.3. Electroncapturegaschromatogram
ofallethrin(6.Ong).

ろ体表面に比較的多く残ることより,浸透性を阻害し

ているWl向が認められる.なお,この憤向はallethrin

に対し,協力効果のすくないものほど,顕著である.

このことは放射性 pyrethroidを用いての実験で明ら

かにされた結氷1･1･8)と同じであるといえる.また,柿

8)は兆剤の処理方法を変えて実験し.allethrinにp.

butoxideを加えた場合は瓜所鮎川法よりも戯艦内注

入法において効果の高いことから,浸透性がかなり協

力剤の力価に好響するものと指摘したことをうらづけ

るものである.

なお,検討の必要があるが,投与した a11ethrinの

回収率の点のみからみれば協力剤の添加は allethrin

の解毒分解を防止するかに観察される.しかし,

allethrinにMGK-264,p.butoxideおよび 〃-propyl

isom を混用した場合,allethrin蝉独よりも殺虫効

4

0 4.0 8.0 12.0

Retentiontime(minutes)

Fig.4. Electroncapturegaschromatogram
ofS-421(4.Ong).

卿ま高いにもかかわらず体内に存在するallethrinの

虫のすくないことは,きわめて舛昧ぶかい.この間厩

については,初期の申iif症状を皇したときの幌向を枚

討するとき,共に考える予定である.

摘 要

以上の実験結果から,イエバエに局所舶用したalle-

thrinはn-hexaneで抽出し.fu子捕雄ガスクロマ ト
グラフィーによって定虫が可能であることがわかった.

また,alletbrinに協力剤を混用することによって,

allethrinのイエバエ体内への浸透性は滅少する幌向

にあることが認められた.特にallethrinに対し,協

力作用の劣る協力剤ほど,この憤向が強く,体表面に

残留するallethrinの虫が多くなることが観訳された.

しかし,S-421はp.butoxide,MGK-264および n-

propylisom と比較して浸透性を減少する傾向はす

くなく,作用樹符の相速を暗示せしめる.特に,処理

後1時間目の浸透虫は a11ethrin蝉独やallethrinに

他の協力剤を加えた場合より浸透虫の多いことは姉妹
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ぷかい.また,SafroxaneはS-421と同様.今後さら

に研究の余地のあるものと考えた.
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SummAry

Thequantitiesofallethrinanditssynergists

penetratingthroughthecuticularlayerofthe

housefly weredeterminedbymeansofgas

chromatography.Theanalyseswerecarriedout

onanF & M model402gaschromatograph

equippedwithanelectroncapturedetector(cell

voltage;135V)andHaneywellrecorderunder

conditionsshowninTable1.

A typicalgaschromatogram ofallethrinis

showninFig.1.Tlleretentiontimeforallethrin

undertheabovedescribedconditionsis7.8min.

Thecalibrationcurveofallethrinisshownin

Fig.2.Theamountsofallethrindetectedexter-

nallyand internally during theexperimental

periodaresummerizedinTable2. TheTable

showsthatthemorerapidpenetrationofalle･

thrinisobservedonadditionofS-421,whilethe

moreallethrinresidueonthecuticleisdetected

onthecaseofthelowerpotencysynergists.

ToxicityofPesticideIngredient8tOSomeFreshWaterOrgATtl8mS. YasuhiroNISTmTCm and

YasushiĤsmMOTO (AgrL'cutLurGtClzcmrcatlnsbech'onStaLJ'on.Kodatra, Tokyo.)Received

January10,1967.Botyu･Kagaku.32,5,1967(withEnglishSummary,ll)

2.典薬の致種淡水産動物に対する毒性 西内成粘.楠木 以(El林竹出光焼玉所,小平市,宋京)
42.1.lo受:哩

良薬の大畠散布により水産動物が被ヂ絶 受けた.という朔/Bが少なくないことと開通して,数程

の淡水魚および淡水産ミジンコ湖を用いることにより.凸鵜の水産動物に対する毒性の強弱を調べ

た.殺虫剤,穀荷札 除草剤の原体76柾につき実験を行なった結果,殺虫剤とともに殺菌剤にも苛

性の強いものが多いことがわかった.除草剤の冠位は2,3の例外を除いて一般に弱い.供試動物の

薬剤感受性については,淡水瓜とミジンコ類とではまったく異なる傾向を示すが,コイとキンギ?,
ミジンコとタマミジンコの問にはかなり高い相関のあることが認められた.

良薬の水産動物に対する福住についてはこれまでに

多くの報告がなされている.しかし,その大部分のも

のではとりあつかっている出水の和獄が限られている

うえ,供試動物や実験方法が一定していないので,こ

れまでの実験結果を整理しただ料1)･2)を検討しても.

再性について大休の幌向を推虫できるのみである.T.'･

者らは同一実験条件下で農薬原体76班を淡水魚および

淡水産ミジンコ類に作用させ,出来の班斑による水産

動物に対する毒性の特異性を調べるとともに.招性試

験の供試動物についても検討してみた.本文に入るに

あたり,御校閲を賜わった景薬検査所長鈴木,q磨博士

に拝謝する.

実験材料および方法

(1) 供試動物 実験に用いた動物はコイCyLIrinus

carpJ'0Linn6.キンギp Cybn'n〝sauraLusLinn6,

ヒメダカOryzl'astaEl'♪es(TemminckcLSchlegel),

ミジンコDa♪hnEaJIutex(deGeer),クマミジンコ

Mol'〝L!maCrOCO♪aStrausである. 3'ィは神奈川県

淡水瓜荘刺切から入7･･した平均全長4.5cm,平均体重

1.10gの当才瓜,キンギ首とヒメダカは市販品でそれ

ぞれ平均全長4.01cm.2.54cm,平均体重1.04g,

0.16gの当才魚である.ミジンコおよびタマミジンコ

は当挽査所構内のコンクリート水槽で飼育した雌成体

5


